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幅・津留遺跡出土のガラス製品

谷澤 亜里　
たにざわ・あり、九州大学総合研究博物館

はじめに
　幅・津留遺跡からは、第 1 表に示すガラス製品が

出土している。いずれも玉類で、15 点のうち 1 点が

ガラス管玉、残りはガラス小玉である。本稿では、こ

れらのガラス製品の内容を報告し、その考古学的な位

置づけを考えるための若干の検討を行う。

　以下では、まず資料の観察所見と、蛍光 X 線分析

法による材質調査結果を報告する。そのうえで、資料

の分類的位置づけを述べる。最後に、近隣の遺跡での

ガラス製品の出土傾向から、本遺跡におけるガラス製

玉類出土の意義を考える。

１　資料の概要
　ガラス管玉は全体的に風化が進行しているが、風化

が弱い部分のガラスは青緑色を呈す。管玉全体の形状

は、両端面が欠損しているものの、胴部の膨らむエン

タシス状を呈す。

　ガラス小玉は、合計 14 点が出土している。全ての

資料に孔と平行する気泡の配列が確認でき、引き伸ば

し技法で製作されたことがわかる。色調は、淡青色透

明のもの 8 点、青紺色透明のもの 6 点となる。青紺

色の番号 6 のみ直径 7.8mm と大型だが、残りの個体

は直径 5.0mm 以下に収まる小型品である。また、ほ

とんどの個体では両端面が表面張力で丸みを帯びてい

るが、青紺色の番号 6 と淡青色の番号 9 は、両端面

が平坦に研磨されている。

２　ガラスの材質分析
　素材に用いられたガラスの種類と着色剤を明らかに

するため、以下の条件で蛍光 X 線分析を行った。

　分析装置：堀場製作所製エネルギー分散型蛍光 X

線分析装置・MESA-500W ／ X 線管ターゲット：Rh

／検出器：半導体検出器／管電圧：15kV・電流：任

意／測定雰囲気：真空／測定範囲：5mm φ／測定時

間 120 秒

　今回の分析では、分析条件上の制約から定量値の算

出は行っていない。定性分析で得られたスペクトルを

もとに、先行研究で設定されているガラスの種類のい

ずれに当たるかを判断した。

　分析結果からは、4 種類のガラスが確認された。資

料の外観とも対応しており、以下で順に内容を述べた

い。

( １) 鉛バリウムガラス

　ガラス管玉 1 点が該当する。鉛の高いピークとバ

リウムの安定したピークから、鉛バリウムガラスと判

番号 遺構 層位 製作技法 基礎ガラス 着色剤
1 SI15 埋2層 包み巻き 鉛バリウム Cu 5.90 13.70 （残存）
2 SI15 埋3層 引き伸ばし カリ Cu 4.20 （残存） 3.00
3 SI15 埋3層 引き伸ばし カリ Cu 4.00 2.80
4 SI16 埋2層 引き伸ばし カリ Cu 3.35 2.00
5 SI20 炉2層 引き伸ばし カリ Co(Mn+) 1.90 （残存） 1.10 （残存）
6 524G 1c層 引き伸ばし 植物灰 Co 7.80 4.60
7 SI32 埋1層 引き伸ばし カリ Co(Mn+)

Co
4.40 3.60

8 SI32 炉埋土 引き伸ばし カリ Cu 4.20 3.70
9 SI40 埋2層 引き伸ばし カリ Cu 4.30 2.50
10 SI48 埋9層 引き伸ばし カリ Cu 4.20 （残存） 3.00 （残存）
11 SI48 埋9層 引き伸ばし カリ Co(Mn+) 3.70 2.80
12 SI48 埋9層 引き伸ばし カリ Co(Mn+) 3.70 2.60
13 SI48 9層 引き伸ばし カリ Co(Mn+) 3.20 2.70
14 SI51 埋2層 引き伸ばし カリ Cu 3.80 2.70
15 SI54 埋2層 引き伸ばし カリ Cu 3.20 （残存） 3.20

直径 全長

表 1　幅・津留遺跡出土ガラス製品一覧
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断した（第１図 - １）。弱いピークとして確認される

銅が着色因子とみられる。

（２） カリガラス（銅着色）

　淡青色のガラス小玉すべてが該当する。カリウムの

高いピークから基礎ガラスがカリガラスであることが

わかる。着色剤に関連する元素として、銅、鉄、鉛が

検出される（第１図 - ２）。以上は、弥生時代後期に

おける一般的な銅着色カリガラスの特徴と共通する。

最近のガラスの分類では、Oga and Tamura（2013）

の Group PII〔註１〕に相当すると考えられる。

（３） カリガラス（コバルト着色）

　青紺色のガラス小玉のうち、小型品すべてが該当す

る。カリウムの高いピークから基礎ガラスがカリガラ

スであることがわかり、着色剤に関連する元素として、

コバルト、マンガン、鉄が検出される（第１図 - ３）。

以上は、弥生時代後期における一般的なコバルト着

色のカリガラスの特徴と共通する。Oga and Tamura

（2013）のガラス材質の分類では、Group PI に相当

すると考えられる。

（４） ソーダ石灰ガラス（コバルト着色）

　青紺色のガラス小玉のうちの、大型品 1 点（番号 6）

が該当する。カリウムよりもカルシウムのピークが高

いことからソーダ石灰ガラスと判断される。着色には

コバルトが関与しているとみられ、併せて鉄のピーク

も確認できるが、マンガンのピークはごく弱い。また、

僅かに銅のピークも確認できる（第１図 - ４）。以上

のように、本資料は青紺色を呈するが、カリガラスの

ものとは基礎ガラスだけでなく着色剤の種類も異なる

ことがわかる。

　先行研究をふまえると、弥生～古墳時代にみられる

ソーダ石灰ガラスは、さらにいくつかのグループに細

分することができる。Oga and Tamura (2013) では、

Group SI ～ SV までの 5 種類が設定されているが、こ

のうち、マンガンを伴わないコバルトで着色されるの

は、Group SIII（植物灰ガラス）のみである。そのため、

本資料も Group SIII に相当する可能性が高い。この点

は、後述するようにガラス小玉としての肉眼的特徴か

らも支持される。

図 1　ガラス製品の蛍光Ｘ線分析結果

１．鉛バリウムガラス、銅着色（番号 1）　

3．カリガラス、コバルト着色（番号 7）

2．カリガラス、銅着色（番号 3）

4．ソーダ石灰ガラス、コバルト着色（番号 6）
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３　資料の分類的位置づけ
　以上の検討をふまえ、ここで幅・津留遺跡出土ガラ

ス製品の分類的内容をまとめたい。

　まずガラス管玉は、鉛バリウムガラスを素材とし、

全体的な形状がエンタシス型を呈するという特徴か

ら、既存のガラス管玉の分類では、小寺（2006）の

EW 東山タイプ、大賀（2010）の TY Ⅲ型に該当する。

次にガラス小玉だが、番号 6 を除いた小型の 13 点は、

製作技法・法量・材質から、Indo-Pacific Beads（以

下 IPB）（Francis 1990）の範疇で理解できる。筆者

の分類では、銅着色カリガラスのものが IPB- ①、コ

バルト着色カリガラスのものが IPB- ②と呼ぶタイプ

にあたる（谷澤 2015）。

　以上のガラス管玉・ガラス小玉は、埋葬遺構では弥

生時代後期前半～中頃に主体となる種類である（大賀

2003、2010、谷澤 2011、2015）。

　なお、幅・津留遺跡出土の IPB- ①では、番号 9 の

み端面が平坦に研磨されている。IPB- ①は弥生時代

後期後半～終末期を前後する時期から、端面が平坦に

研磨されるようになるため〔註２〕（大賀 2003）、番

号 9 は相対的に新しく位置付けられる可能性もある。

ただし 1 点のみの出土であるため、偶発的に研磨さ

れた可能性も捨てきれず、判断は留保しておきたい。

　ガラス小玉のうち、青紺色大型品の番号 6 のみは、

マンガンを伴わないコバルト着色のソーダ石灰ガラス

で、植物灰ガラスと考えられた。コバルト着色の植物

灰ガラスを素材とする引き伸ばしガラス小玉は、日本

列島では古墳時代中期後半以降に多く確認され、直径

6mm を超える大型品であること、ガラス管の製作に

吹き竿を用いているとみられることなどから、Indo-

Pacific Beads とは別系統のガラス小玉と考えられて

いる〔註３〕（田村 2012）。番号 6 の肉眼的特徴はこ

のようなガラス小玉と合致しており、包含層から 1

点のみの出土であることからも、弥生時代の集落に伴

うというより、遺跡の埋没過程で古墳時代中期後半以

降の資料が混入したと考えたい。

４　弥生時代後期の 
阿蘇カルデラ地域とガラス製品
　以上、幅津留遺跡出土ガラス製品の内容を検討して

きた。第２表に示すように、幅・津留遺跡では、IPB-

①もしくは②が各住居から数点ずつ出土し、SI15 で

は TY Ⅲ型ガラス管玉も伴う。ここでは、このような

ガラス小玉の出土傾向の位置づけを考えたい。

　弥生時代後期～終末期におけるガラス製玉類の消長

は大賀（2003、2010）で大枠が整理されており、弥

生時代後期後半を画期として主体となる種類が変わる

ことが指摘されている。また、谷澤（2011）は、後

期後半を境に単純に種類が交代するというよりも、北

部九州地域では、後期前半～中頃に多量に流通してい

た IPB- ①・②が、後期後半に大幅に減少し、その後

に IPB- ③・④・⑤〔註４〕などの種類が相対的に増

加する変化であることを指摘した。ただし、以上は副

葬品として出土する玉類を中心とした検討であり、集

落出土のガラス製品の出土傾向は未だ不明瞭な部分も

多い。そこで今回は、本遺跡の位置する阿蘇カルデラ

地域を中心にガラス製品の出土傾向を検討することと

した。

　阿蘇カルデラ内でガラス製品を出土した弥生時代後

期～終末期の主要な遺跡として、小野原遺跡群、狩尾

遺跡群、下山西遺跡が挙げられる。いずれも、幅・津

留遺跡とは中央火口丘をはさんで北側の、阿蘇谷に位

置する（第２図）。第３表に、これらの遺跡で出土し

たガラス製品の内容を整理した。

　最も多くガラス製品が出土しているのは小野原遺跡

群の下扇原遺跡で、包含層を除くと 12 の竪穴住居か

らガラス小玉が出土している。各住居のガラス小玉の

構成としては、IPB- ①・②を主体に〔註５〕構成され

る例と、IPB- ⑤・⑦などのソーダ石灰ガラスのもの

を含む例の二者がみられる。谷澤（2010）では、こ

れを「入手機会」の差を示すものとして注目した。今

回あらためて、出土土器の検討（広中 2010）を参照し、

各住居の時期をみると、IPB- ①・②を主体とする住

居のうち、特に出土点数の多い SB150、SB161 の時

期が小野原編年 2 段階に比定され、弥生時代後期前

半に遡ることを確認できた。一方、ソーダ石灰ガラス
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のものを含む SB84、SB108 は小野原編年 4 段階で、

後期後半に位置付けられる。なお、IPB- ①もしくは

②が数点で構成される住居は、時期の判断が困難なも

のも含まれるが、隣接する小野原 A 遺跡を含めた小

野原遺跡群全体で、弥生時代後期前半から後期後半以

降まで広い時期幅で確認できる。

　以上、小野原遺跡群では、集落において後期前半に

IPB- ①・②を主体とするまとまったセットがみられ、

その後 IPB- ①・②は数を減じ、ソーダ石灰ガラスの

ものの出現頻度が相対的に高くなる現象が確認でき

る。このような変遷は、玄界灘沿岸の諸地域を主体と

する北部九州の埋葬遺跡での様相（谷澤 2011）と調

和的であり、弥生時代後期を通じて、小野原遺跡群に

継起的にガラス製玉類が搬入されていたことを示すと

考えられる。ただし、後期後半以降にカリガラス数点

のみが出土する事例は、後期前半に搬入されたものが

滞留しているのか、後期後半以降に新たに少量が持ち

込まれたのか絞り込むことが難しく、両方の可能性を

考えておきたい。なお、下扇原遺跡では包含層から鉛

バリウムガラス製の勾玉 1 点も出土している。

　小野原遺跡群の西に位置する狩尾遺跡群（木﨑 編 

1993）でも住居からのガラス小玉の出土が確認され

ている。具体的には、池田・古園遺跡 17 号住居跡、

狩尾・前田遺跡 4 号住居跡、6 号住居跡、7 号住居跡

が挙げられる。各住居 1 ～ 2 点の出土で、IPB- ①も

しくは IPB- ③からなる。また、狩尾遺跡群で注目さ

れるのは、狩尾・湯の口遺跡で 2 号石棺墓からガラ

ス小玉が出土している点である。内容としては、IPB-

③と IPB- ⑤が主体であり〔註６〕、弥生時代後期後半

～終末期に典型的なセットといえる。以上の狩尾遺跡

群での出土事例はいずれも弥生時代終末期に位置付け

られる。

　下山西遺跡（高谷 編 1987）でも、埋葬と住居の両

者からガラス製玉類の出土が確認できる。1 号石棺墓、

15 号住居からガラス小玉各 1 点が出土しており、い

ずれも IPB- ①である。また、14 号住居からは鉛バリ

ウムガラス製の勾玉が 1 点出土している。下山西遺

跡の事例も、時期的には弥生時代後期後半～終末期に

位置付けられよう。

　以上の各遺跡の様相から、阿蘇カルデラ内では、少

量のガラス小玉の住居への廃棄は、主要な集落では弥

生時代後期から終末期を通じてみられることがわか

る。また、下扇原遺跡の様相から、後期後半以降に

IPB- ①・②のみで構成される事例があることもわかる。

幅・津留遺跡におけるガラス製品の出土は、阿蘇カル

デラ内における拠点的集落の、一般的な特徴として位

置づけられよう。ただし、阿蘇谷側では、ガラス勾玉

の出土や（下山西遺跡、下扇原遺跡）、後期前半段階

での多量のガラス小玉の廃棄（下扇原遺跡）などが確

認できるのに対し、幅・津留遺跡の所在する南郷谷側

では、現状ではそのような事例は確認されていない。

阿蘇カルデラ内における集落の展開や、鉄器やベンガ

ラの生産、青銅器の搬入動向などとも連動した現象と

考えられよう。

　阿蘇カルデラ内全体の傾向として、ガラス小玉の出

土点数でいえば弥生時代後期前半が多いが、住居への

廃棄事例の数自体は弥生時代後期後半～終末期のほう

が多く、墓への副葬も終末期の段階ではじめてみら

れるようになる。ここで注意されるのが、同じく弥

生時代後期後半～終末期の段階で、熊本県あさぎり

町本目遺跡 SK14 土壙墓（佐古 編 2011）、宮崎県野

尻町大萩遺跡 4 号土壙墓、同 6 号土壙墓（寺原・岩

本目

幅・津留

下山西

小野原

狩尾

大萩

図 2　本稿で言及する九州中・南部の	
	 ガラス製玉類出土遺跡
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表 2　幅・津留遺跡出土ガラス製品の遺構別出土点数

表 3　弥生時代における阿蘇カルデラ内の主要なガラス製品出土事例

① ②
淡青色

ソーダ
321SI15

SI16
SI20
SI32

包含層
SI40
SI48
SI51
SI54

11
11

1　　　　1 2
11
11

1 3 4
11
11

1　　　　8　　　　5　　　　1　　　  15

IPB その他 合計TYⅢ型 青紺色
カリ

合計

12区

13区

遺構出土地点

※「時期」欄は、小野原遺跡群は広中(2010)、狩尾遺跡群は木﨑編(1993)の編年を用いた。広中(2010)の2段階が後期前半、
3段階が後期中頃に相当すると考える。

① ② ③ ⑤ ⑦ その他
SB150 小野原 2段階 8 48 1
SB161 小野原 2段階 36 301 6
SB156 小野原 3段階 2 3
SB1 小野原 4段階 1
SB6 小野原 4段階 1 1
SB84 小野原 4段階 8 1 2 1 淡緑色 1
SB108 小野原 4段階 3 3 2 1 淡緑色 1
SB95 小野原 5段階 2
SB80 ー 2 1
SB82 ー 2 3
SB105 ー 1
SB167 ー 1
SB57 小野原 2段階 2
SB3001 小野原 5段階 4

池田・古園 17号住居 狩尾 第Ⅴ期 1 1
4号住居 狩尾 第Ⅳ期 1
6号住居 狩尾 第Ⅴ期 1
7号住居 狩尾 第Ⅴ期～ 1

狩尾・湯の口 2号箱式石棺墓 狩尾 第Ⅴ期～ 7 8 判断保留 7
14号住居 後期後半～終末期 1
15号住居 後期後半～終末期 ガラス勾玉1
1号石棺墓 後期後半～終末期 1

時期 その他

57
343

5
1
2

13
10
2
3
5
1
1
2
4
2
1
1
1

22
1
1
1

総計

下山西

IPB

下扇原

小野原A

狩尾・前田

遺跡
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永 1974）のように、九州南部でガラス製玉類の副葬

が点的にみられるようになることである。本目遺跡で

は IPB- ⑤が主体、大萩遺跡では IPB- ①が主体となる

構成で、内容としては両遺跡で違いが大きい。とはい

え、これらのガラス小玉が舶載品であることは確実で、

特に本目遺跡のセットは、種類構成から弥生時代後期

後半～終末期に入手されたものと考えられる〔註７〕。

このような現象は、弥生時代後期後半から終末期にか

けて、ジョッキ形土器や免田式土器の分布から看守さ

れるような、九州中・南部の諸地域に展開するネット

ワークを通じ、ガラス製玉類が流通していた可能性を

示唆している。幅・津留遺跡出土のガラス製玉類も、

その一端をなしていると考えたい。

　最後になりましたが、調査・報告の機会を与えてい

ただいた熊本県教育庁 宮崎敬士氏に感謝申し上げま

す。また、本稿で言及した資料の実見にあたっては、

あさぎり町教育委員会、宮崎県立西都原考古博物館に

もお世話になりました。記してお礼申し上げます。

註１�　Oga and Tamura （2013）はカリガラスを CaO

と Al2O3 の含有量から二つのグループに細分し

ている。Group PI は CaO2 と Al2O3 の含有量が

中間的なもので、Group PII は Al2O3 が多く CaO

が少ないものである。今回の分析では、CaO と

Al2O3 の含有量を算出していないが、列島出土

のカリガラスでは、Group PI のほとんどがコバ

ルト着色、Guroup PII のほとんどが銅着色であ

るという指摘（Oga and Tamura 2013）をふま

えて基礎ガラスの種類を推測した。

註２�　大賀（2003）では、端面の研磨は弥生時代後

期後半からみられるようになるとされている。た

だし、筆者の観察のかぎりでは、北部九州では弥

生時代後期後半段階で IPB- ①の出土数自体が少

なく、端面の研磨が顕著に認められるようになる

のは終末期新段階以降である。

註３�　植物灰ガラスはササン朝ペルシアをはじめとす

るメソポタミア周辺地域で特徴的なガラスとされ

る。ただし、コバルト着色の引き伸ばしガラス小

玉に関しては、中央アジアまで含めた生産地が想

定されている、（Oga and Tamura 2013）。この

ようなガラス小玉はガラス容器等とともに陸のシ

ルクロードを通じてユーラシアを流通したと考え

られており、海のシルクロードを経由したと考え

られる IPB と対比される。

註４�　以下、ガラス小玉の分類名称は谷澤（2015）

で使用したものを用いる。IPB- ③はコバルト着

色でカリガラスもしくは「ナトロン主体ガラス」

の大型品、IPB- ④はコバルト着色カリガラスで

紫味の強い色調の極小型品、IPB- ⑤はコバルト

着色の高 Al ソーダ石灰ガラスでやや淡くくすん

だ色調を呈するものにあたる。

註５�　下扇原遺跡ではコバルト着色の IPB には大型品

が混在している。第３表では、大型品が含まれる

ことを示すため、直径 5.0mm 以上のものを機械

的に IPB- ③に分離したが、直径のヒストグラム

は連続的で、大型品がまとまったセットをなすわ

けではない。

註６�　第３表で判断を留保した 7 点のうち 2 点は大

型品で、目視からの判断だが着色剤がカリガラス

に普遍的なコバルト着色とは異なる可能性があ

る。残りの 5 点はコバルト着色の小型品で、劣

化が著しく、鋳型による製作の可能性があると判

断した。

註７�　大萩 4 号土壙墓、6 号土壙墓で主体を占める

IPB- ①はいずれも端面の研磨がそれほど顕著で

はなく、舶載時期が弥生後期前半～中頃に遡る可

能性もある。ただし、6 号土壙墓には連珠法によ

るとみられるガラス小玉が 1 点混在し、埋葬遺

構には伴わないガラス小玉のなかには IPB- ⑤が

まとまってみられる。これら 2 種は、後期後半

以降に舶載されたものである可能性が高い。
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図版 1　幅・津留遺跡出土のガラス製品（左：落射光、右：透過光）縮尺不統一
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図版 2　幅・津留遺跡出土のガラス製品（左：落射光、右：透過光）縮尺不統一


